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Abstract Tokyo Online University (TOU) opened its doors to students in April, 2018. 
All courses are provided online and students do not need to come to the campus to 
graduate. Yet we have already seen the decline of the number of registrations for 
courses and rising attrition rates. We believe that the key element for the solution lies 
in the good learner-learner interactions and campus community. However, in the short 
history of online education, we have already experienced several phases of hypes and 
disappointments in ICT technologies, such as SNS, virtual spaces & avatars, and 
MOOC (Massively Open Online Courses). This article is an attempt to find a hint for 
the solution by humanizing online education, which can be also applied to other online 
universities.  
Key Words: Virtual University, Online University, Online Campus Life, 
Virtual Campus, Distance Education 
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2.2 放送大学と遠隔教育 
郵便制度の次のイノベーションは、ラジオやテレビ放送の開始であった。アメリカで
は、1920 年代に “Wisconsin's School of the Air” が始まり、イギリスでは 1971 年に
Open University が学生の受け入れを始めた。この進化に合わせるように、1982 年に
International Council for Correspondence Education が、International Council for 










は、WWW(World Wide Web)が普及し始めた 1994 年には、ニューハンプシャーの
CALC(Computer Assisted Learning Center)が、恐らく最初の「オンラインコース」の提
供を始めた。2002 年には MIT(Massachusetts Institute of Technology)が最初の MOOC
と考えられる OpenCourseWare プロジェクトのプロトタイプの運用を始め、イギリスの
Open University も 1990 年代にはすでにインターネットを用いた教育を始めていた。 
日本では、2000 年 6 月に大学審議会が発表した審議の概要「グローバル化時代に求め
られる高等教育の在り方について」において,世界の趨勢をにらんだ高等教育への IT 導入
が提言され、また、同年 10 月には,文部省がインターネットを利用した国内の授業による
単位を大幅に認める方針が発表された(神谷 et al., 2005)。 
日本の大学教育における VU での通信教育課程は、早稲田大学人間科学部において
2003 年に始まり、既に 1,400 名以上の卒業生を社会に送り出している。このシステムは、





し、そして 2018 年には TOU が開学している。 
2.4 政府による遠隔教育の方針 









抱えている。Chronicle of Higher Education のレポートでは、遠隔教育で学ぶ人々
（distant learner)は、ドロップアウトの割合が 20％から 50％にのぼるとする。オンライ
ンコースの管理者によれば、対面式の授業に比べて、遠隔教育では、10〜20％ドロップア
ウトの割合が高い(Jones, 2016) 。また、日本私立大学協会 1の記事では、伝統的な
























校、大学で 44 校、大学院 27 校の通信教育制の学校が存在し、高等学校では、18 万人以
上の学生が在席し、大学でも 20 万人を超える学生が教育を受けている。 
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実は、これは大学における SNS 利用だけでなく、先に見た地域 SNS についても、同様
の変遷が見られる。最盛期には 500 ほどのサービスが存在したが、2018 年の段階では
157 件ほどに減少しており、さらにその 50％以上は、「立ち枯れ」と呼ばれる休眠状態と
なっている(Shoji, 2018)。同様に社内 SNS を導入している企業でも、その運用には多くの
困難が報告されている(加藤, 諏訪, & 太田, 2014) 。 
SNS については、大学や企業、地域における利用がなかなか広がらない中で、



















も、Tennessee State University15や、University of Delaware16など提供を続けている大
学も存在するが、10 年ほど前に比べるとその数は大きく減少しており、その幾つかを訪問




3.3 MOOC(Massive Open Online Course) 
MOOC（MOOCs）とは Massive Open Online Courses、すなわちインターネット上で
誰もが無料で受講できる大規模な開かれた講義のことで、概念としては古くから提唱され













SNS の最初の事例は 2002 年開設の Friendster3であるとされる4。その後ジョブマッチ
ングを行う LinkedIn5や Google が開設した Orkut6、音楽中心の MySpace7、2006 年には
Microsoft が運営する Wallop8、国内では GREE9や mixi10などが参入、SNS の知名度が
向上した11。なかでも mixi は、サービス開始後 2004 年 5 月に 1 万人、同年 9 月に 10 万
人、翌 2005 年 8 月に 100 万人、2006 年 7 月には 500 万人、10 月には 600 万人と、数年
間増加のペースの衰えをみせることなくユーザ数を伸ばし、SNS 黎明期における国内最大
の SNS に成長した。 
コミュニティについては、例えば地域のコミュニティにおける SNS にその変化をみる
ことができる。地域に特化した SNS（以下、地域 SNS）は、その元祖である「ごろっと
やっちろ」が 2004 年に熊本県八代市に誕生して以後年々増加し、2010 年度は大小様々な
地域 SNS を含めるとその数は 500 を超えていた(Shoji, 2018)。同時に対象もサービスも
多様化してきており、都道府県から近所の商店街に至るまで、地域に根ざした独自のコン
テンツが開発された12。 
大学教育において、SNS の利用は 10 年以上前から始まった。他のプラットフォームと
同様に、初期の研究ではその有用性が報告されている(渡辺, 2008) (西田, 2012)。 
しかしながら、より最近の研究では様相が異なってくる。例えば、(杉浦 & 杉浦, 2016)
は、大学における SNS 利用に関する既存研究のレビューと自らの Twitter 利用の試みを
報告している。まず、SNS の利用と成績との間の関係を分析した多くの研究をレビュー
した結果、総合的な判断として、SNS を利用することと学業成績との間には負の相関が存
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のデータを収集し、公開している。典型的な MOOC の学生数を 2 万 5 千人程度とした上
で、「どの程度の割合の学生が授業科目を修了するのか？(How many students complete 
courses?)という問いを掲げ、 
“…completion rates can approach 40% (and occasionally exceed it), 
the current average completion rate for MOOCs is approximately 15%.” 




実際はさらに低いという報告もある。例えば、Duke 大学が 2012 年の MOOC について
公開しているデータでは、Bioelectricity のコースに登録していた学生は 12,725 人いた
が、その科目を完了し、修了書を得た学生は、261 人であった(Duke University, 2013)。 




“Moocs today…are quite different from the ones that Stephen and 
I developed. Our goal was to encourage the development of learners 
through open and transparent learning, where the process of 
knowledge generation was iterative – improving on the ideas of other 
learners and generating new knowledge through 








ていた。MOOC は George Siemens と Stephen Downes による 2008 年のオンライン講
義「Connectivism and Connective Knowledge」を説明するために Dave Cormier と
Bryan Alexander によって用いられたのが最初とされる。しかし、概念そのものはアメリ
カ合衆国の発明家であり初期のコンピュータやインターネットの発展に寄与した Douglas 
Engelbart が、1962 年に SRI インターナショナルでコンピュータを用いた講義運営のフ










という 3 点を挙げている。 
 
これらの概念が ICT の発展により、まずは 2002 年にユネスコで開催されたフォーラム





成・改良・再配布できる。ユネスコは 2012 年にパリで「世界 OER 会議」を開催してお
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Chronicle of Higher Education のデータとして、遠隔教育においてはドロップアウトの割
合が 20％から 50％に上り、通常の教室での対面式の授業に比べ 10〜20％高い、と言う。
そして他の研究の成果も引用しながら、他の人とのやりとりや教員の存在を感じられない
学習者はやがて辞めて行く傾向にある、と指摘する。 













実はこのトピックについては多くの研究が行われている。(Abrami, Bernard, Bures, 










MOOC 全体として、2016 年度の段階で、世界で 2300 万人の人々が登録しており、




Coursera  –   2,300 万人 
 edX   –   1,000 万人 
 XuetangX  –    600 万人 
 FutureLearn  –      530 万人 
 Udacity  –     400 万人 
 
このように MOOC で上位を占める団体は、最近では有料のコースを提供し、そこから
収益をあげるというビジネスモデルを構築している(Coursera’s 2016, 2016) 。 
3.4 繰り返されるサイクル 
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Dual Coding Theory：いくつかの論文で、コースデザインも含めた提案として、Alan 










論文に、Community of Practice という概念を用いて問題の解決を目ざすものが見られた






























た研究は多く、(Morrison & Anglin, 2012)は、他の多くの研究の結果も援用しながらこの
重要性を指摘し、さらに、学習者間のインタラクションの満足度が、授業科目の満足度の
指標として優れている、と主張している。 




The DE/OL literature is largely univocal about the importance of interaction 
(Lou et al. 2006; Anderson 2003; Sutton 2001; Muirhead 2001a, b; Sims 1999; 
Wagner 1994; Fulford and Zhang 1993; Jaspers 1991; Bates 1990; Juler 1990; 
Moore 1989; Daniel and Marquis 1979, 1988; Laurillard 1997). This is because 
of the integral role that interaction between students, teachers, and content is 
presumed to play in all of formal education (e.g., Garrison and Shale 1990; 
Chickering and Gamson 1987) and because interaction was largely absent 
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注1 https://www.shidaikyo.or.jp/newspaper/rensai/reform/2549-5-1.html 
2 日本の放送大学が始まったのは 1983 年であるが、最初は、“The University of the Air”であったの
が、“The Open University of Japan”と変わっている。 
3 http://www.friendster.com 現在はゲーム中心のサイトに転換。米国で開発され、2006 年 10 月時点
で約 2900 万人のユーザ数を誇る巨大サイトに成長している。 








11 2004 年には Facebook も開設されていたが、当初は大学内でのネットワーキングを目的としており
この時点では一般向けには公開されていない。 




14 人間総合科学大学も 2008 年に Second Life に仮想キャンパスを開設した。 
15 http://www.tnstate.edu/secondlife/ 
16 http://www1.udel.edu/secondlife/ 
17 神田外語学院では、Second Life のシステムを用い教室（現実）とインターネット（仮想世界）の 2




18 この概念は、(Abrami, Bernard, Bures, Borokhovski, & Tamim, 2012)で、”Self-Regulation 
Principle”と呼んでいるものに近い。 
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